[image: image1.jpg]



平成20年7月７日

県発注工事への単品スライド条項の適用開始について
熊本県
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■　単品スライドとは、

特別な要因で工期内に主要な工事材料の価格に著しい変動を生じ、請負額が不適当となった時に、請負代金額の変更を請求できる制度で、工事請負契約約款第２５条第５項の規定を根拠としています。


■　対象とする工事は、

平成２０年７月１日時点で継続中の工事と今後新規に発注する工事とします。


■　対象とする資材は、

鋼材類（Ｈ型鋼、異形棒鋼、厚板、鋼矢板、鉄鋼２次製品、ガードレール、スクラップ）と燃料油（軽油、ガソリン、混合油、重油）とします。

■　対象とするスライド額は、

鋼材類、燃料油の各々の増額分が請負額の１％を超える額については、請負額の変更を工期末に行います。
３　その他

単品スライド条項は，工事請負契約約款に盛り込まれている条項で，契約後に資材価格に著しい変動を生じ，請負代金額が不適当になった場合に，一定範囲以上の上昇分を発注者が負担するもので，昭和５４～５５年の第二次オイルショック時に石油関連資材の価格が急上昇した時以来２８年ぶりの措置で，具体的な運用基準を定めての適用は今回が初めてとなります。






■　これまでの経緯は、











■　適用の根拠は、



































■　請負代金の変更は、





■　対象とする資材（品目）は、





最近の鋼材類と燃料油の高騰を踏まえ、これらの資材価格上昇による請負額の増加分が請負額の１％を超える場合は、請負契約約款の「単品スライド条項」に基づき運用します。


なお、この運用については平成２０年７月１日から適用します。





■　適用する工事は、








問い合わせ先　　土木部監理課建設業係　藤本、甲斐（内線　6020）（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 096-333-2485）


　　　　　　　　　〃　土木技術管理室　松永、田上（内線　6053）（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 096-333-2491）
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